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令和４年10月27日（木）
13：00 ～ 16：00

オンライン
（Webex）

13:00 開会の挨拶
玉田 耕治（山口大学総合科学実験センター センター長

山口大学大学院医学系研究科免疫学講座 教授）

13:05 年次セミナーの概要
木村 透（総合科学実験センター先端実験動物学研究施設長）

13:10「動物由来感染症、節足動物媒介感染症の
発生に備えた調査研究」

早坂 大輔（山口大学共同獣医学部獣医微生物学研究室 教授）

14:25「バイオセーフティレベルエリアの除染の取組みと
実験動物施設の最近の消毒について」

杉浦 彰彦（株式会社イカリステリファーム）

15:10「湘南ヘルスイノベーションパーク 施設紹介」
行弘信仁、中川弘規 (武田薬品工業株式会社 湘南ヘルスイノベーショ

ンパーク サイトエンジニアリング&オペレーションズ)

15:55 閉会の挨拶
上西 研（山口大学副学長

山口大学研究推進機構長
山口大学大学院技術経営研究科 教授)
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